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仙台市医師会・仙台市医療センター�

　
は
じ
め
て
お
腹
の
中
の
赤
ち
ゃ

ん
の
鼓
動
を
聞
い
た
と
き
も
、超

音
波
で
そ
の
姿
を
確
認
し
た
と
き

も
、ひ
と
つ
ひ
と
つ
が
喜
び
に
包
ま

れ
て
、そ
の
瞬
間
は
、ま
る
で
魔
法

の
粉
が
降
り
か
け
ら
れ
た
よ
う
に

き
ら
き
ら
と
輝
い
て
い
る
そ
う
で
す
。�

　
小
春
日
和
の
午
後
。白
と
ピ
ン

ク
で
統
一
さ
れ
た
ホ
ー
ル
に
、も
う

す
ぐ
お
母
さ
ん
に
な
る
人
た
ち
が

集
ま
っ
て
き
ま
す
。
産
婦
人
科
の

先
生
や
助
産
婦
さ
ん
が
指
導
す
る

母
親
学
級
。マ
タ
ニ
テ
ィ
の
期
間
を

快
適
に
過
ご
す
た
め
の
お
話
や
、

赤
ち
ゃ
ん
を
迎
え
る
た
め
の
準
備
、

そ
し
て
出
産
の
こ
と
な
ど
、喜
び
と

い
っ
し
ょ
に
あ
る
た
く
さ
ん
の
現
実

を
、優
し
く
わ
か
り
や
す
く
、そ
し

て
と
き
に
は
厳
し
く
指
導
し
て
い

く
教
室
で
す
。産
婦
人
科
の
岩

本
　
充
先
生
の
話
に
じ
っ
と
耳

を
か
た
む
け
て
い
る
お
母
さ
ん
の

顔
は
、喜
び
に
包
ま
れ
て
い
る
も

の
の
、ど
こ
か
ち
ょ
っ
と
不
安
気
。

で
も
、そ
の
不
安
を
先
生
や
助

産
婦
、そ
し
て
看
護
婦
さ
ん
た

ち
病
院
の
ス
タ
ッ
フ
が
し
っ
か
り

支
え
て
く
れ
て
い
る
の
で
す
。�

　
赤
ち
ゃ
ん
は
、家
族
に
た
く
さ

ん
の
喜
び
と
や
さ
し
い
思
い
や
り

を
運
ん
で
く
れ
る
か
わ
い
い
天
使
。

そ
の
天
使
を
迎
え
る
た
め
に
、お

母
さ
ん
は
た
く
さ
ん
の
人
の
思

い
や
り
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、一

人
前
の
お
母
さ
ん
に
な
る
た
め

に
少
し
ず
つ
勉
強
中
で
す
。�

　
ほ
ら
、も
う
す
ぐ
ま
た
か
わ
い

い
天
使
が
舞
い
降
り
る
と
こ
ろ

で
す
。�

（
取
材
協
力
‥
N
T
T
東
日
本

東
北
病
院
）�

天使が舞い降りるときまで… 。�
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21
世
紀
型
の
医
療
に
対
応
・・・�

【特集】�
仙台市民の健康を支える医師会活動の拠点　�

仙台市医師会会務分担� 仙台市医師会館�
　
平
成
13
年
9
月
1
日
、医
師
会
活
動
の
拠

点
と
し
て『
新
仙
台
市
医
師
会
館
』が
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。新
医
師
会
館
は
仙
台
市
と
仙
台

市
医
師
会
の
協
力
に
よ
り
建
築
さ
れ
、1
階
に

仙
台
市
急
患
セ
ン
タ
ー
が
併
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
建
物
は
、地
上
6
階
、地
下
1
階
の
完
全
バ

リ
ア
フ
リ
ー
建
築
で
、震
度
7
の
地
震
に
も
崩

壊
し
な
い
免
震
構
造
で
す
。通
常
、学
会
・
講
演

会
・
研
修
会
な
ど
に
利
用
さ
れ
る
3
0
0
名
収

容
の
2
階
多
目
的
ホ
ー
ル
は
、大
規
模
災
害
時

に
は
救
護
所
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。ま
た
、

市
民
の
み
な
さ
ま
に
、病
気
や
健
康
に
つ
い
て
各

科
の
専
門
医
が
分
か
り
や
す
く
講
演
す
る「
市

民
医
学
講
座
」も
こ
の
2
階
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
ま
す
。�

　
3
階
・
4
階
の
仙
台
市
医
師
会
の
専
用
フ
ロ

ア
ー
に
は
、医
師
会
員
の
連
携
を
促
進
す
る
交

流
室
、生
涯
教
育
の
た
め
の
図
書
室
、会
議
室
、

事
務
室
な
ど
が
あ
り
ま
す
。5
階
に
は
87
名
収

容
可
能
な
研
修
室
、会
議
室
が
あ
り
健
診
事

業
の
判
定
会
議
や
各
科
医
会
の
勉
強
会
な
ど

に
幅
広
く
利
用
さ
れ
ま
す
。�

〒984-0806�
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■地下鉄／仙台駅より富沢方面行・・・・・・約5分�
　河原町駅下車、北出口より徒歩1分�
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【特集】21世紀型の医療に対応　　　　仙台市医師会館�

仙台市医師会長　千   田   典   男�医師会館オープンにあたって�

会　　　　長�

副 会 長 �

総

務

部

�

副 会 長 �

経

理

部

�

地
域
医
療
部�

学
校
保
健
部�

保

険

部

�

労

務

部

�

学

術

部

�

勤
務
医
部�

医
政
広
報
部�

会

報

部
�

厚

生

部

�

●
仙
台
市
医
師
会
附
属�

　
准
看
護
学
院�

●
仙
台
市
医
師
会
附
属�

　
高
等
看
護
学
院�

オ
ー
プ
ン
病
院
部�

老
人
保
健
施
設
部�

　
こ
の
度
、２１
世
紀
の
医
療
に
対
応
す
る
た
め
の
、新

仙
台
市
医
師
会
館
が
完
成
い
た
し
ま
し
た
。�

　
新
仙
台
市
医
師
会
館
は
、地
域
医
療
の
向
上
を

目
的
と
し
て
、市
民
の
健
康
増
進
、救
急
医
療
の
推

進
、そ
し
て
医
療
関
係
者
の
研
修
な
ど
、多
目
的
な

活
躍
の
場
と
し
て
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。�

　
さ
ら
に
、健
康
、医
療
、福
祉
の
総
合
的
な
情
報
発

信
基
地
と
し
て
も
そ
の
使
命
を
十
分
に
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。�

　
こ
の
建
物
に
は
、仙
台
市
が
救
急
医
療
の
基
幹
施
設
と
し
て
急
患
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
て
お

り
、本
会
と
し
て
は
、そ
の
実
施
・
運
営
に
全
面
的
に
協
力
し
、市
民
の
健
康
増
進
に
一
層
の
貢
献

を
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。�

　
最
後
に
本
会
館
建
設
を
機
に
、市
民
の

み
な
さ
ま
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で

き
る
医
療
体
制
の
確
立
を
目
指
し
、今
後

と
も
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。�
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仙
台
市
医
師
会�

仙
台
市
医
師
会
は
、仙
台
市
内
の
開
業
医
・
病
院
勤
務
医
が
中
心
と

な
っ
て
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
域
医
療
の
充
実
、保
健
・
医
療
・�

福
祉
の
向
上
な
ど
、市
民
の
み
な
さ
ま
の
健
康
を
支
え
る
た
め
に
、�

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。�

▲仙台オープン病院（地域医療支援病院第１号）�

▲市民医学講座「受講風景」�

▲老人保護施設　茂庭台豊齢ホーム（痴呆専門棟を併設）�

【特集】21世紀型の医療に対応　　　　仙台市医師会館�

仙台市医  師会では� 1 地域医療部�4 老人保健施設部�

2 学校保健部�

3 オープン病院部�

6 医政広報部�

5 仙台市医師会附属准看護学院、仙台市医師会附属高等看護学院�

ケーブルテレビ�

　
学
校
保
健
部

で
は
、次
の
時
代

を
担
う
児
童
・

生
徒
の
健
康
管

理
と
健
康
教
育

を
推
進
し
、
明

る
く
健
や
か
で

心
身
と
も
に
た

く
ま
し
い
人
間

を
育
成
す
る
た
め
に
、学
校
検
診
を
初
め
と
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
学
校
保
健
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。現
在
、仙
台
市
の
学
校
医
は
、内
科
2
0
0

名
、眼
科
50
名
、耳
鼻
科
60
名
。各
医
師
が
日
常

の
診
療
と
両
立
さ
せ
、年
間
計
画
に
基
づ
き
定

期
健
康
診
断
・
各
種
検
診
・
臨
時
健

康
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。4
月
〜

6
月
に
は
、小
学
1
年
か
ら
高
校
3

年
ま
で
の
全
学
年
約
9
万
人
の
定

期
健
康
診
断
が
行
わ
れ
、5
月
に
は
、

そ
の
結
果
を
も
と
に
し
て
各
種
検
診
・

精
密
検
査
が
始
ま
り
ま
す
。�

�
　
仙
台
市
医

師
会
で
は
、医

療
に
な
く
て

は
な
ら
な
い
准

看
護
婦（
士
）・

看
護
婦（
士
）

を
育
成
す
る

た
め
の
仙
台

市
医
師
会
附

属
准
看
護
学
院・

仙
台
市
医
師
会
附
属
高
等
看
護
学
院

を
設
置
、よ
り
高
度
な
技
術
を
習
得
し

た
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
育
成
事
業
を
す
す

め
て
い
ま
す
。�

　
茂
庭
台
豊
齢
ホ
ー
ム
は
、平

成
元
年
、高
齢
化
社
会
に
対

応
す
る
た
め
、仙
台
市
と
仙
台

市
医
師
会
が
出
資
し
て
い
る

仙
台
市
医
療
セ
ン
タ
ー
が
設
立

し
た
介
護
老
人
保
健
施
設
で

す
。
高
齢
者
の
自
立
を
促
す

よ
う
な
介
護
を
行
っ
て
家
庭

復
帰
を
援
助
し
ま
す
。
茂
庭

台
豊
齢
ホ
ー
ム
で
は
、入
所
、

短
期
入
所（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）、

通
所
リ
ハ
ビ
リ（
デ
イ
ケ
ア
）の

受
け
入
れ
を
し
て
い
ま
す
。入
所
は
、要
介
護
1
〜
5
の
高
齢
者
に
限
ら

れ
、入
所
者
は
身
体
状
況
に
合
わ
せ
て
、一
般
・
痴
呆
棟
・
痴
呆
専
門
棟
に
別

れ
ま
す
。シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
や
デ
イ
ケ
ア
は
要
支
援
に
分
類
さ
れ
る
介
護
度

の
低
い
高
齢
者
も
利
用
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。�

　
医
政
広
報
部
で
は
、

病
気
や
健
康
な
ど
に

つ
い
て
専
門
医
が
分

か
り
や
す
く
解
説
す

る「
市
民
医
学
講
座
」

を
毎
月
一
回
開
催
し

て
い
ま
す
。「
て
と
て

と
て
」「
健
康
だ

よ
り
」の
発
行
、マ

ス
コ
ミ・
情
報
誌
な

ど
へ
の
協
力
、市

民
向
け
に
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
で
医
療

番
組
を
毎
週
放

映
す
る
な
ど
、市

民
に
正
し
い
医
療
・

健
康
情
報
を
提

供
し
て
い
ま
す
。�

　
仙
台
オ
ー
プ
ン
病
院
は
、

昭
和
49
年
に
、仙
台
市
と
仙

台
市
医
師
会
の
協
力
に
よ

り
設
立
さ
れ
た
仙
台
市
医

療
セ
ン
タ
ー
が
運
営
す
る
全

国
初
の
公
設
民
営
型
病
院（
旧

鶴
ヶ
谷
オ
ー
プ
ン
病
院
）と
し

て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。登
録

医（
か
か
り
つ
け
医
）か
ら
の

紹
介
に
よ
る
患
者
さ
ん
の
受
診
・
登
録
医

の
設
備
利
用
、3
6
5
日
24
時
間
体
制
で

の
救
急
医
療
セ
ン
タ
ー
、個
人
検
診
・
集
団

検
診
な
ど
の
各
種
検
診
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
10
年
に
は
全
国
第
一
号
の「
地
域
医

療
支
援
病

院
」と
し
て

承
認
さ
れ

二
次
医
療

圏
の
中
核

を
担
っ
て
い

ま
す
。�

�

　
地
域
医
療
部
で
は
、保
健
・
医
療
・
福
祉
の
緊
密
な
連
携
を
図
り
、健
康

増
進
、疾
病
予
防
、在
宅
医
療
、在
宅
ケ
ア
等
の
充
実
を
目
指
し
て
い
ま
す
。�

　
各
種
健
診
事
業
で
は
、個
別
健
診
・
集
団
検
診
な
ど
を
通
し
て
、基
本
健

康
診
査
、胃
が
ん
、子
宮
が
ん
、乳
が
ん
、肺
が
ん
、大
腸
が
ん
な
ど
検
診
を

行
い
病
気
の
早
期
発
見
に
努
め
て
い
ま
す
。乳
幼
児
を
対
象
と
し
た
検
診

や
各
種
予
防
接
種
も
実
施
し
、乳
幼
児
の
健
や
か
な
発
育
を
バッ
ク
ア
ッ
プ

し
て
い
ま
す
。�

　
ま
た
、仙
台
市
が
進
め
て
い
る「
在
宅
医
療
支
援
シ
ス
テ
ム
事
業
」に
協

力
し
て
い
ま
す
。こ
こ
で
は
往
診
・
訪
問
診
療
を
行
っ
て
い
る「
か
か
り
つ
け

医
師
」が
中
心
と
な
っ
て
各
区
ご
と
に
在
宅
ケ
ア
連
絡
会
を
組
織
し
、保

健
・
医
療
・
福
祉
が
一
体
と
な
っ
て
連
携
し
て
い
く
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。介
護
保
険
制
度
で
は
、「
生
命
の
質
の
向
上
」を
図
る
た

め
に
、医
療
の
立
場
か
ら
保
健
・
看
護
・
福
祉
関
係
者
と
連
携
し
、こ
の
事
業

に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。介
護
認
定
審
査
会

の
審
査
・
判
定
、か
か
り
つ
け
医
の
意
見

書
の
作
成
な
ど
医
師
の
業
務
は
多
岐
に

わ
た
り
ま
す
。�

　
さ
ら
に
、救
急
医
療
の
充
実
と
活
性

を
図
り
、救
急
セ
ン
タ
ー
を
軸
に
病
院
と

診
療
所
、病
院
と
病
院
の
連
携
を
進
め

る
な
ど
、救
急
医
療
体
制
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。�



各
科
診
療
時
間�

内 科 �

小 児 科 �

外 科 �

整 形 外 科 �

婦 人 科 �

眼 科 �

耳 鼻 咽 喉 科 �

１
０
０
万
都
市

万
都
市
・
仙
台
仙
台
の�

市
民
市
民
の
健
康
を

健
康
を
支
え
る�

急
患
急
患
セ
ン
タ
ー
が
完
成
完
成
。�

１
０
０
万
都
市

万
都
市
・
仙
台
仙
台
の�

市
民
市
民
の
健
康
を

健
康
を
支
え
る�

急
患
急
患
セ
ン
タ
ー
が
完
成
完
成
。�

初
期
救
急
医
療
の
拠
点
�

【特集】初期（一次）救急医療の拠点　　　　仙台市急患センター�

診 療 科 目・診 療 受 付 時 間 � 仙台市急患センター�

診 療 科目時 間 表 �

１
０
０
万
都
市
・
仙
台
の�

市
民
の
健
康
を
支
え
る�

急
患
セ
ン
タ
ー
が
完
成
。� 仙台市の救急医療システム�

内科、小児科、外科に加えて、休日昼間は整形外科、婦人科、眼科、耳鼻咽喉科の７科体制で診療をしています。�

（財）仙台市救急医療事業団�

受付時間には昼休みの時間が含まれます。�

内 科 �

外 科 �

婦人科�

整 形 �
外 科 �

眼 科 �

耳鼻�
咽喉科�

小児科�

〒984-0806 仙台市若林区舟丁64-12  TEL/022-266-6561（代表）�

救急患者�

かかりつけ医�

仙台オープン�
病　　　　院�
救急センター�

救急告示�
診 療  所�

救急告示�
病　　院� 仙台市立病院�

救急センター�

国立仙台病院�
救命救急センター�

仙台市急患センター�

仙台市北部急患診療所�

休日当番医�

おなかが�
いたい・・・�

ここでは、点滴なども行われる�

症状が重い場合、119番連絡によって救急車で搬送�

症状が重ければ�

〈一次医療〉�

〈一次医療〉�

〈二次医療〉�

〈三次医療〉�

症状が�
重ければ�

さらに�
重体なら�

入院施設はないけれど観察室で�
様子を見ることもできる�

ここから先は、お医者さんに�
おまかせ！�

休
日
・
祝
日
の�

昼
間
の
場
合�

毎
日
夜
間
土
曜
午
後�

休
日
昼
間
の
場
合�

熱が出た�
みたい・・・�

■東部休日診療所�
■広南休日内科小児科診療所�
■泉地区休日診療所�
■仙台産婦人科医会�
　（仙台オープン病院内）�
■仙台市急患センター�
■仙台市北部急患診療所�
■在宅当番医�

午 後 7：1 5 ～ 翌 朝 7：0 0 �

午 後 7：1 5 ～ 翌 朝 7：0 0 �

午 後 7：1 5 ～ 午 後 1 1：0 0 �

午 後 2：4 5 ～ 翌 朝 7：0 0 �

午 後 2：4 5 ～ 翌 朝 7：0 0 �

午 後 2：4 5 ～ 午 後 1 1：0 0 �

午前9：45～午後5：00　午後6：00～翌朝7：00�

午前9：45～午後5：00　午後6：00～翌朝7：00�

午前9：45～午後5：00　午後6：00～午後11：00�

平　　日� 土 曜 日 � 日 曜 日・休 日 �

午前9：45～午後5：00�

�

急な病気や�
ケガでも安心ですね。�

　
仙
台
市
急
患
セ
ン
タ
ー
は
、増
大
す
る
救
急
医
療
の
需
要
に
対
応
す
る
た
め
に
、石
名
坂

急
病
診
療
所
の
診
療
機
能
と
施
設
内
容
を
拡
充
し
、休
日
と
夜
間
の
初
期
救
急
医
療
の
拠

点
と
し
て
9
月
1
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
の
内
科
、小
児
科
、外
科
に
、新
た
に

整
形
外
科
、婦
人
科
、眼
科
、耳
鼻
咽
喉
科
の
４
つ
の
科
を
加
え
た
７
科
体
制
で
休
日
診
療

を
行
い
、各
科
の
連
携
も
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。仙
台
市
医
師
会
で
は
、

こ
の
急
患
セ
ン
タ
ー
に
医
師
の
派
遣
を
は
じ
め
、さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
協
力
し
て
い
ま
す
。�

　
受
診
さ
れ
る
と
き
に
は
で
き
る
だ

け
、保
険
証
を
忘
れ
ず
に
お
持
ち
下

さ
い
。�

�

仙台市急患センターでは、休日・夜間に診療
を行っている市内の医療機関の電話案内を
行っています。�

初期救急医療機関案内電話番号�

■電話受付時間�

平日：19：00～翌朝7：00�
土曜：14：00～翌朝7：00�
休日　：9：00～翌朝7：00�
※休日／日曜、国民の休日、年末年始�

※�

内 科 �

外 科 �

婦人科�

整 形 �
外 科 �

眼 科 �

耳鼻�
咽喉科�

小児科�



臨
床
検
査
事
業

臨
床
検
査
事
業
・
総
合
健
診
事
業

総
合
健
診
事
業
・
�

福
祉
事
業

福
祉
事
業
の
3
つ
の
柱
で
�

宮
城
県
民

宮
城
県
民
の
健
康
を

健
康
を
支
え
て
い
ま
す
。�

臨
床
検
査
事
業

臨
床
検
査
事
業
・
総
合
健
診
事
業

総
合
健
診
事
業
・
�

福
祉
事
業

福
祉
事
業
の
3
つ
の
柱
で
�

宮
城
県
民

宮
城
県
民
の
健
康
を

健
康
を
支
え
て
い
ま
す
。�

宮城県医師会 健康センター�
すべての県民に健康を・・・�
●密着レポート�

医療現場の�
24時間�

8

平
成
4
年
5
月
に
宮
城
野
区
安
養
寺
に
移
転
オ
ー
プ
ン
し
た
宮
城
県
医
師
会
健
康
セ
ン
タ
ー
。�

宮
城
県
医
師
会
健
康
セ
ン
タ
ー
で
は
、臨
床
検
査
事
業
を
は
じ
め
、事
業
所
の
勤
労
者
、児
童
・
生
徒
・
�

学
生
な
ど
す
べ
て
の
県
民
を
対
象
に
健
康
管
理
・
健
康
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。�

▲生化学自動分析装置などがある臨床検査センターの中枢部。�

　病理検査室  検体をスライスし検査用の標本を作っています。�

学校検診�

学校に赴き中耳検診を�
行っています。�

▲X線（胃透視）撮影　胃がんの早期発見などに役立ちます。�

▲心電図検査�

　不整脈などの心臓の異常�
　を発見します。�

宮城県医師会健康センター�
〒983-0832　仙台市宮城野区安養寺3-7-5�

TEL/022-256-8600（代）�

臨 床 検 査 事 業 �

福 祉 事 業 �

総 合 健 診 事 業 �

臨
床
検
査
事
業
・
総
合
健
診
事
業
・
�

福
祉
事
業
の
3
つ
の
柱
で
�

宮
城
県
民
の
健
康
を
支
え
て
い
ま
す
。�

　
昭
和
43
年
に
、宮
城
県
医
師
会
の
直
営
事

業
と
し
て
医
師
会
館
内
に
会
員
の
日
常
診
療

を
支
援
す
る
目
的
で
宮
城
県
臨
床
検
査
セ
ン

タ
ー
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、平
成
4

年
5
月
に
現
在
の
宮
城
野
区
安
養
寺
に
移
転
。

そ
れ
を
機
に
、臨
床
検
査
機
器
を
一
新
し
、宮

城
県
医
師
会
健
康
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、臨
床
検

査
事
業
に
、総
合
健
診
事
業
、福
祉
事
業
を

新
た
に
加
え
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。�

　
同
セ
ン
タ
ー
の
臨
床
検
査
事
業
で
は
、民
間

の
検
査
機
関
で

は
カ
バ
ー
で
き

な
い
遠
隔
地
の

医
療
機
関
な
ど
、

効
率
の
悪
い
地

域
の
検
査
も

行
っ
て
い
ま
す
。

総
合
健
診
事
業
で
は
、か
か
り
つ
け
医
・
産
業

医
な
ど
の
依
頼
に
よ
り
、総
合
健
診
を
実
施
。

検
査
デ
ー
タ
は
い
つ
で
も
役
立
つ
よ
う
に
管
理

し
、「
か
か
り
つ
け
医
と
の
連
携
」の
も
と
、宮

城
県
に
暮
ら
す
皆
さ
ま
の
健
康
を
維
持
増
進

す
る
た
め
の
支
援
を
し
て
お
り
ま
す
。福
祉

事
業
で
は
、聴
覚
障
害
の
あ
る
児
童
を
早
期

に
発
見
す
る
た
め
の
検
査
を
実
施
し
、適
切

な
指
導
を
行
い
、生
活
機
能
の
向
上
を
図
る

た
め
の
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
て
お

り
ま
す
。ま
た
、老
人
性
難
聴
に
対
す
る
補

聴
器
の
適
合
検
査
か
ら
装
用
ま
で
を
医
療
と

一
体
化
し
た
シ
ス
テ
ム
と
し
て
構
築
し
た
、補
聴

器
適
合
相
談
セ
ン
タ
ー
も
開
設
し
て
い
ま
す
。�

　
今
後
も
日
々
進
歩
す
る
医
療
に
対
応
し
、

宮
城
県
に
暮
ら
す
皆
さ
ま
の
健
康
に
寄
与
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。�

宮城県医師会健康センター 所長�草刈 兵一郎先生�

青葉区大手町の宮城県医師会館内には、ヒアリングセンター・補
聴器適合センターを設置しています。�
●ヒアリングセンター�
1.5歳児、3歳児、就学前児の難聴検診を行っています。また、聴
覚障害を早期に発見し、耳の機能を回復する訓練の指導などを
実施しています。（“ことばの教室”を行う「やまびこホーム」等の
専門施設と連携をとっています）�
●補聴器適合相談センター�
かかりつけ医からの紹介状により補聴器の適合検査を行い、耳
鼻科医による判定・相談を実施しています。機種の選定や調整
など医学的なアドバイスを受けられます。�

　総合健診部門では、かかりつけ医・
産業医からの依頼で、また直接申し
込みにより総合健診（人間ドック・定
期健康診断・就労時健診等）など
の健診事業、学校検診などを実施
しています。�
　センターでの健診は、8時からスタ
ートし午前中で終了します。お昼前
にはラウンジで軽食をとりながら、朝
に採血した血液検査などの結果を
もとに、保健婦・栄養士さんによる生
活指導が始まります。�

　臨床検査部門は、宮城県内の各病・医院から検査依頼のあった検体（血液など）を集配し検査
をする部門です。依頼の内容に応じて、生化学的検査・血液学的検査・免疫学的検査・微生物検

査・病理学的検査などの検査を行い、検査結
果は迅速に病・医院に報告されます。このシ
ステムにより各病・医院では、大病院と同等の
高度な検査データを得ることができます。また、
安養寺の健康センターのほかに、県北地域を
カバーする古川分室、県南地域をカバーする
仙南分室を設置。民間の検査機関では採算
面などからカバーできない遠隔地の病・医院
からの検査も行い、宮城県医師会の運営す
るセンターとしての役割を果たしています。�

▲
�

▲
�

健診後の保健婦・栄養
士による生活指導　�

軽食をとりながら、なご
やかな雰囲気ですすめ
られます。�

▲�



医
者
の
養
生
　
私
は
、こ
う
し
て
い
ま
す
。�

健康のワンポイント�

福島健泰先生�
（桜ヶ丘クリニック）�病気のときは�

病人になりきって、�
一日一日を大切に生きること。�
池田知行先生�
（池田クリニック　理事長・74歳）�

「暖房と換気�
―怖い一酸化炭素中毒―」� アドバイス�

一日一万歩を�
目標に歩くこと、�
くよくよ悩まないことが健康法。�
加藤邦夫先生�
（仙台白百合女子大学教授・70歳）�

●
一
酸
化
炭
素
と
は
？
�

　
一
酸
化
炭
素
は
、有
機
物
が
不
完
全
燃
焼
す

る
と
き
に
出
る
ガ
ス
で
す
。
以
前
は
都
市
ガ
ス

の
中
に
一
酸
化
炭
素
が
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
が
、

現
在
は
天
然
ガ
ス
に
お
き
替
わ
っ
て
い
ま
す
。

都
市
ガ
ス
も
不
完
全
燃
焼
す
れ
ば
一
酸
化
炭

素
が
発
生
し
ま
す
。一
酸
化
炭
素
中
毒
事
故
の

共
通
の
発
生
原
因
と
し
て
は
、近
年
住
宅
が

気
密
構
造
と
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。
冬
期
の
暖
房
、夏
期
の
冷
房
の
た

め
に
換
気
不
十
分
と
な
り
中
毒
発
生
の
確
率

が
高
く
な
り
ま
す
。ま
た
、自
動
車
の
排
気
ガ

ス
に
よ
る
事
故（
車
庫
内
、雪
で
と
じ
こ
め
ら

れ
た
と
き
、自
殺
目
的
）も
増
加
し
て
い
ま
す
。�

�●
一
酸
化
炭
素
中
毒
と
は
？
�

　
一
酸
化
炭
素
は
、無
色
・
無
味
・
無
臭
の
ガ
ス

な
た
め
、空
気
中
に
拡
散
し
た
場
合
気
付
き

難
い
も
の
で
す
。
体
の
血
液
中
の
酸
素
の
運
び

屋
で
あ
る
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
と
の
結
合
力
が
酸

素
の
約
2
0
0
倍
も
強
い
気
体
で
あ
り
ま
す
。

少
量
の
一
酸
化
炭
素
を
吸
っ
て
も
ヘ
モ
グ
ロ
ビ

ン
と
簡
単
に
結
合
し
て
し
ま
い（
一
酸
化
炭
素

ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
）体
内
に
酸
素
が
い
き
わ
た
ら

な
い
状
態
が
一
酸
化
炭
素
中
毒
で
す
。
そ
の
症

状
は
一
酸
化
炭
素
の
空
気
中
濃
度
、吸
入
時
間

に
よ
っ
て
大
き
く
左
右
さ
れ
ま
す（
表
1
参
照
）。

　
最
初
は
頭
痛
、嘔
吐
で
始
ま
り
、重
症
に
な

る
と
意
識
障
害
、け
い
れ
ん
を
起
こ
し
て
死
亡

す
る
怖
い
中
毒
で
す
。
表
1
に
示
す
よ
う
に
、

ご
く
少
量
の
一
酸
化
炭
素
に
よ
っ
て
中
毒
症
状

が
あ
ら
わ
れ
て
き
ま
す
。
脳
は
一
酸
化
炭
素
中

毒
に
よ
る
低
酸
素
血
症
の
被
害
を
最
も
受
け

や
す
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
頭
痛
が
2
〜
3

週
間
続
い
た
り
、意
識
が
い
っ
た
ん
回
復
し
た

後
に
歩
行
障
害
、物
忘
れ
が
後
遺
症
と
し
て

出
現
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
�

�●
検
査
�

　
血
液
中
の
一
酸
化
炭
素
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン（
Co
・

Hb
）濃
度
を
測
定
し
ま
す
。
Co
・
Hb
濃
度
が
10

％
を
こ
え
る
と
少
し
ず
つ
頭
痛
等
の
症
状
が

出
現
し
、60
％
を
こ
え
る
と
け
い
れ
ん
、意
識

障
害
を
き
た
し
、死
亡
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

頭
部
C
T
、M
R
I
を
撮
影
す
る
と
異
常
病

変
が
見
つ
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
�

�●
治
療
�

　
も
っ
と
も
大
切
な
こ
と
は
、窓
を

あ
け
て
新
鮮
な
空
気
を
吸
う
こ
と
で

す
。一
酸
化
炭
素
は
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
と

固
く
結
び
つ
い
て
な
か
な
か
離
れ
な

い
た
め
、で
き
れ
ば
高
濃
度
の
酸
素
を

吸
っ
た
方
が
早
く
中
毒
症
状
が
お
さ

ま
り
、後
遺
症
を
お
こ
す
確
率
も
減

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て

は
、気
管
に
管
を
入
れ
て
人
工
呼
吸
を
行
っ
た

り
、高
圧
酸
素
療
法
を
行
い
ま
す
。い
ず
れ
に

せ
よ
、で
き
る
だ
け
早
く
病
院
へ
行
き
酸
素

吸
入
を
し
て
も
ら
っ
て
下
さ
い
。
�

●
予
防
�

　
換
気
を
十
分
に
行
い
定
期
的
に
新
鮮
な
空

気
を
入
れ
ま
す
。
瞬
間
湯
沸
器
、ふ
ろ
が
ま
の

燃
焼
、排
気
の
定
期
的
点
検（
さ
び
、ほ
こ
り
、

排
気
口
の
つ
ま
り
・
ず
れ
、鳥
の
巣
の
有
無
）は

冬
の
前
に
業
者
に
頼
み
ま
し
ょ
う
。
車
関
係
の

事
故（
雪
の
中
や
ガ
レ
ー
ジ
内
駐
車
、車
内
で

の
燃
焼
器
具
使
用
）が
増
え
て
い
ま
す
。
気
を

付
け
ま
し
ょ
う
。
�

�

　
開
業
し
て
か
ら
約
30
年
。そ
れ
ま

で
は
身
体
の
こ
と
な
ど
何
も
気
に
せ

ず
に
生
活
し
て
き
ま
し
た
が
、５
年

前
に
大
病
を
し
て
入
院
し
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
、改
め
て
「
有
限
の
命
」

で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
意
識
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。入
院
中
は
、本
は

ダ
メ
、テ
レ
ビ
も
ダ
メ
と
い
う
よ
う
な

生
活
で
、夜
は
不
眠
症
に
な
っ
て
し
ま

い
大
変
な
思
い
を
し
ま
し
た
よ
。そ

ん
な
入
院
生
活
の
中
で
見
つ
け
た
の

が
、窓
か
ら
見
え
る
夜
明
け
の
景
色

の
美
し
さ
。さ
っ
そ
く
毎
朝
同
じ
時

間
に
写
真
を
撮
り
始
め
、日
々
変
わ

っ
て
ゆ
く
朝
の
風
景
の
美
し

さ
に
感
動
し
た
も
の
で
す
。

　
退
院
後
、そ
の
写
真
と
自

作
の
俳
句
を
ま
と
め
た
「
夜

明
け
」
と
い
う
写
真
集
を
制

作
。こ
の
美
し
い
風
景
を
見

て
い
る
と
、く
よ
く
よ
せ
ず
に
、

一
日
一
日
を
大
切
に
生
き
て
い

こ
う
、心
豊
か
に
過
ご
そ
う

と
い
う
思
い
が
強
く
な
り
ま

す
ね
。と
に
か
く
心
豊
か
に
、日
々
楽

し
く
過
ご
す
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に
、自

分
だ
け
で
な
く
、他
の
人
も
楽
し
く

で
き
る
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。仙

台
に
暮
ら
す
留
学
生
と
初
釜
の
パ
ー

テ
ィ
を
開
い
た
り
、さ
ま
ざ
ま
な
交
流

を
持
ち
日
々
楽
し
く
生
き
て
い
こ
う

と
思
い
ま
す
。�

　
平
成
８
年
４
月
か
ら
仙
台
白
百

合
女
子
大
学
に
勤
め
て
い
ま
す
。�

　
学
生
た
ち
は
若
い
鋭
い
感
覚
で
質

問
し
て
く
る
の
で
、若
返
り
の
力
や

生
き
る
喜
び
を
貰
っ
て
ま
す
。�

　
私
の
健
康
法
は
肥
り
過
ぎ
な
い
、

歩
く
、よ
く
寝
る
、疲
れ
を
翌
日
に

引
き
ず
ら
な
い
、起
床
時
の
心
と
体

の
爽
快
感
を
保
つ
、そ
し
て
定
期
健

診
結
果
を
活
用
す
る
こ
と
な
ど
で
す
。�

　
栄
養
は
糖
尿
病
食
を
基
本
に
、40

食
品
の
摂
取
を
目
指
し
、食
事
の
バ

ラ
ン
ス
を
と
る
努
力
を
し
て
ま
す
。�

　
運
動
は
一
日
一
万
歩
を
目
指
し
、体

調
に
合
わ
せ
て
歩
く
こ
と
で
す
が
、

通
勤
経
路
に
組
入
れ
て
平
均
す
る

と
七
千
歩
ぐ
ら
い
で
し
ょ
う
か
。�

　
休
養
は
地
球
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て

８
時
間
ぐ
ら
い
は
安
眠
す
る
こ
と
に

努
め
て
い
ま
す
。�

　
週
末
に
は
家
内
と
よ
く
ド
ラ
イ

ブ
し
ま
す
。温
泉
に
入
っ
た
り
自
然

に
触
れ
ま
す
と
、あ
く
せ
く
し
て
い

る
自
分
が
見
え
て
き
ま
す
。そ
し
て

生
活
の
ス
ト
レ
ス
か
ら
開
放
さ
れ
、

新
た
な
活
力
が
湧
く
の
を
感
じ
ま
す
。�

　
ま
た
、百
歳
自
立
の
実
現
を
目
指

し
て
、健
診
の
検
査
結
果
を
正
常
範

囲
に
調
整
す
る
た
め
に
生
活
習
慣
の
改

善
に
も
努
め
て
い
ま
す
。�

定期的な換気を�
心掛けましょう。�

■表1　CO（一酸化炭素）中毒の症状�

空気中における一酸化炭素濃度� 吸入時間と中毒症状�

0.02％�
0.04％�
0.08％�
0.16％�
0.32％�
0.64％�
1.28％�

2～3時間で前頭部に軽度の頭痛�

１～2時間で前頭痛・吐き気、2.5～3.5時間で後頭痛�

45分間で頭痛・めまい・吐き気・けいれん、2時間で失神�

20分間で頭痛・めまい・吐き気、2時間で死亡�

5～10分間で頭痛・めまい、30分で死亡�

１～2分間で頭痛・めまい、15～30分で死亡�

１～3分間で死亡�



いきいき通信�

▲閑上港にて�

▲熊谷　均先生�
（袋原内科医院）�

私� の�
の� お� 医�町� 者� さ� ん�

�

　最初に釣りをはじめたのは、子供のころで、実家のある大郷町の川で小さい魚を釣ったり、

遊びながら釣りをしていたようなものです。本格的に海釣りをはじめたのは20年ぐらい前か

らになります。自分で仕掛けを作って、魚を釣り、その魚を食べるというのが、釣りの醍醐味。

また、なによりも海に出ること自体が、実に爽快でいい気分転換になりますね。�

　現在は、小型船舶一級の免許も取り、自分の釣り舟で職場の仲間や家族で気ままに出

かけるのが一番の楽しみです。最近は毎週のように海に出ています。医院が港に近いので、

患者さんの中にも釣り好きの方が多く、海で会うことがありますね。医院に来たときにも釣

りの話題で盛り上がることもしばしばですよ。

釣りは、患者さんとのいいコミュニケーションの話題を作ってくれていま

すね。これからの季節は、カレイやメバル、アイナメがよく釣れる時期。食

べてもおいしい季節なので、海に出るのがとても楽しみです。夢は１ｍ以

上のヒラメを釣ること。いつか大物を釣る夢を叶えてみたいですね。�

　今は、気の合う仲間との釣りとそして健康のためにはじめた空手が一

番のストレス解消です。空手は医院の事務員のお兄さんが師範代で、教

えてもらっているんですが、運動不足解消にも最適ですね。�

　冬、カキの時節である。石器時代からカキ貝の塚は築かれている。仙台市民がカキの味を知
ったのは、大平洋戦争中の配給制度のおかげと語っていたのは、「仙台かき徳」の創業者千葉
善雄である。善雄は昭和2年仙台初のカキ専門店「仙台かき徳」の前身「かき徳仙台支店」を
開いた。�
　当時本店は塩釜築港無番地（現塩釜市2丁目）で代表は菅野徳三郎。菅野の名ひとつをとっ
て、「かき徳」の看板を掲げた。本店はカキの養殖、支店は販売を担当した。�
　善雄は本吉郡歌津町生まれ、志津川高等小学校を卒業すると、29歳のとき旧仙台領越喜来
村（現岩手県三陸町）の「南部屋」の番頭となった。南部屋の先代刈屋譲右衛門は、カキの垂
下式養殖法を開発・普及した水上助三郎が、まだ郷里で“親不孝者”“海賊”などといわれた
時から、快く資金を提供した人。�
　水上は後に年間4,200匹ものラッコやオットセイ猟で“オットセイ王”の異名をとったが、“獲る
漁業”ばかりでなく、“育てる漁業”にも着目した。明治40年塩釜杉の入浦に、当時10万円を投
じて「水上養漁場」を開設した。元小学校教員の菅野徳三郎も水上から塩釜へ派遣された人
である。�
　ところでカキの養殖は寛文13年（1673）広島で始まったのが最初であるが、松島湾でも10年後
の元禄年間（1688～1703）には開始していた。しかし、明治期には絶滅にひんし、広島から指導
者を招きさまざまな試みが行われた。�
　宮城新昌の指導と水上の資金で垂下式カキ養殖法が開発されると従来の方式よりも、収穫
は3倍になったという。カキの販売は恵比須講（旧暦10月10日）から潮干狩（同翌年3月3日）まで
の勝負。戦前の得意先は、料亭や洋食店、医師たちで庶民の食卓にはなじみの薄い高級品で
あった。水上の「耕運富国」を千葉善雄は販売の面から支えていた。水上は59歳の若さで死去
したが、現東北高校・東北薬科大の土地は水上が寄附した土地である。�

▲仙台スタジアムにて�

▲千田　智先生�
（高浜産婦人科）�

�

　サッカーをはじめたのは高校時代。そのころは受験勉強などで遊び程度にしかできず、

本格的にやったのは大学時代。大学では６年間サッカーを続けました。卒業後は、仕事

が忙しくなかなかサッカーをするチャンスにも恵まれず、ドイツ留学中も、もっぱら観戦す

るほうに回っていました。でも、いつかまたやりたいと思い続けてウエイトトレーニングをし

ていましたから、６年前に40歳から入れる宮城四十雀の話を聞いたときには、またサッカ

ーができるとワクワクしました。私のポジ

ションはＧＫ。ミスが失点につながりやすく、

自分のミスを挽回できないイヤなポジシ

ョン。神経質な人には向かないが自信家でもダメ。ＧＫは他人より練習

することで自分を納得させ、安心もするので私もあたり負けしないように、

週３回の筋トレを欠かさないようにしています。現在は、宮城四十雀と

広瀬クラブの２つのチームに所属していますが、仕事や年齢に関係な

く、純粋にサッカーが好きな人ばかりでリラックスした楽しい集まりです。

また、試合中の緊張感はサッカーにだけ没頭させてくれる大切な時間

です。来年は、宮城スタジアムでワールドカップが開催されます。�

サッカー好きとしては楽しい１年になりそうです。�

�

たとえば「こんな趣味をおもちの先生を知っています」といった情報は編集部へお寄せ下さい。�
また、読者のみなさんの投稿も大歓迎です。�
〒984-0806  仙台市太白区舟丁64-12　仙台市医師会事務局「てとてとて」編集部宛�

仙
台
名
物
の
ル
ー
ツ
を
探
る�

か
　
き�

牡
　
蠣�

仙台郷土研究会副会長�

　　逸見英夫さん�

牡蛎とは、イタボガキ科の２枚貝の総称です。世界

中では約100種類、日本近海では「マガキ」「イワガキ」

など約20種類が生息しているといわれていますが、

食用として一般的に出回るものの多くは「マガキ」

です。�

松島の冬の風物詩「松島かき祭り」。長さ１００mの

大炉端での殻焼き体験やかき鍋、かき雑炊などが味

わえます。2002年は2月2日・3日、松島グリーン広場・

中央広場での開催が予定されています。�



編集後記�

　このたび新仙台市医師会館が完成しましたが、医師会の役割や事業内容についてご存

知ない方も多いと思います。そこで今回は、地域社会における市民の皆さんと医師会のか

かわりについてまとめてみました。�

　医療制度改革が叫ばれる中、医師会は市民の皆さんとの信頼関係をより一層深め、誰も

が、必要なとき、適切な医療が受けられるよう、医療体制の整備に努めて行きたいと思います。�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （仙台市医師会医政広報部　神林　潤一）�

感想、ご意見、投稿をお待ちしています。�

本誌の複写・転載については、仙台市医師会にご相談ください。�

〒984-0806　   仙台市若林区舟丁64-12�
                         仙台市医師会医政広報部宛�

「てとてとて」編集部宛お寄せください。�

C
A
L
E
N
D
A
R

市
民
医
学
講
座
�

仙
台
オ
ー
プ
ン
病
院
�

1
泊
2
日
ド
ッ
ク
�

短
期
入
所
�

感
染
症
発
生
情
報
の
�

　
　
　
提
供
サ
ー
ビ
ス
�

宮
城
県
休
日
・
夜
間
診
療
�

案
内
サ
ー
ビ
ス
�

通
　
　
所
�

12
月
20
日（
木
）�

仙
台
市
・
仙
台
市
医
師
会
�

仙
台
市
医
療
セ
ン
タ
ー
・
仙
台
市
救
急
医
療
事
業
団
�

（
問
い
合
わ
せ
）仙
台
市
医
師
会
�

T
E
L（
2
2
7
）1
5
3
1

仙
台
市
医
師
会
が
共
催
す
る
市
民
医
学
講

座
は
、毎
月
1
回
、13
時
30
分
〜
15
時
に
開

催
。そ
の
模
様
は
毎
回
録
画
し
て
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ（
キ
ャ
ベ
ツ
、C
A
T
Ι
V
）で
も
放

送
し
て
い
ま
す
。�

※
市
民
医
学
講
座
は
新
し
く
オ
ー
プ
ン
し

た
仙
台
市
急
患
セ
ン
タ
ー
2
階
ホ
ー
ル
で
の

開
催
と
な
り
ま
す
。�

市
民
の
健
康
を
守
る
た
め
に
人
間
ド
ッ
ク

を
開
設
し
て
い
ま
す
。「
早
期
発
見
」「
早

期
治
療
」「
予
防
と
生
活
管
理
」
の
3
つ
が

安
全
と
な
り
ま
す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
、お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
�

仙
台
市
と
仙
台
市
医
師
会
が
協
力
し
て

設
立
し
た
財
団
法
人
仙
台
市
医
療
セ
ン
タ

ー
の
老
人
保
健
施
設
「
茂
庭
台
豊
齢
ホ
ー

ム
」で
は
、施
設
入
所
の
ほ
か
に
短
期
入
所
、

通
所
も
行
っ
て
い
ま
す
。お
気
軽
に
直
接
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
�

胃
・
十
二
指
腸
潰
瘍
と
ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ー
ピ
ロ
リ
イ
菌
に
つ
い
て
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
白
根
昭
男
先
生
�

 
 
（
仙
台
市
急
患
セ
ン
タ
ー
2
階
ホ
ー
ル
）�

1
月
17
日（
木
）�

よ
く
あ
る
便
通
異
常
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
崎
明
男
先
生
�

 
 
（
仙
台
市
急
患
セ
ン
タ
ー
2
階
ホ
ー
ル
）�

2
月
21
日（
木
）�

急
を
要
す
る
お
腹
の
病
気
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
徳
村
弘
実
先
生
 

 

 

 

 

 

　
　
（
仙
台
市
急
患
セ
ン
タ
ー
2
階
ホ
ー
ル
）�

3
月
20
日（
水
）�

肩
の
こ
ら
な
い
肩
の
話
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
克
巳
先
生

　
　
（
仙
台
市
急
患
セ
ン
タ
ー
2
階
ホ
ー
ル
）�

受
診
費
用
6
6
、6
7
5
円（
税
込
み
）�

●
月
・
火
コ
ー
ス
、水
・
木
コ
ー
ス
�

　
午
前
8
時
20
分
受
付
�

　
　
　
　
　
　
〜
翌
日
午
前
中
終
了
�

●
木
・
金
コ
ー
ス
�

　
午
後
2
時
受
付
�

　
　
　
　
　
〜
翌
日
午
後
5
時
終
了
�

　
※
大
腸
内
視
鏡
検
査
を
無
料
で
行
っ
て

　
い
ま
す
。
�

介
護
す
る
家
族
の
方
が
病
気
や
冠
婚
葬
祭
、

旅
行
等
の
た
め
、一
時
的
に
介
護
す
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
っ
た
時
、ご
利
用
で
き
ま
す
。
�

●
期
間
＝
14
日
以
内
�

耳
の
日
�

3
月
3
日
の
「
耳
の
日
」
、耳
鼻
咽
喉
科
疾

患
に
関
す
る
正
し
い
知
識
の
普
及
を
め
ざ

す
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
す
。
�

﹇
医
療
相
談
﹈無
料
医
療
相
談（
10
時
〜
13
時
）�

　
　
　
　
　
補
聴
器
相
談（
10
時
〜
13
時
）�

﹇
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
﹈�

　
　
　
　
　
鼓
膜
写
真
、聴
力
検
査
�

﹇
講
演
会
﹈「
ミ
ミ
よ
り
な
話
、ア
ジ
な
話
」
�

（
14
時
〜
15
時
30
分
）セ
ミ
ナ
ー
ホ
ー
ル
�

（
1
4
1
ビ
ル
5
階
）�

●
司
会
／
小
林
俊
光
先
生
�

　
　
　
　（
東
北
大
学
耳
鼻
咽
喉
科
教
授
）�

●
講
師
／
安
西
順
一
先
生
�

　
　
　
　（
東
北
大
学
薬
学
部
）�

　
　
　
　
川
瀬
哲
昭
先
生
�

　
　
　
　（
東
北
大
学
医
学
部
）�

日
時
‥
3
月
3
日（
日
）10
時
〜
15
時
30
分
�

場
所
‥
エ
ル
パ
ー
ク
仙
台
ス
タ
ジ
オ
ホ
ー
ル

　
　
　（
1
4
1
ビ
ル
6
階
）�

料
金
‥
無
料
�

主
催
‥
日
本
耳
鼻
咽
喉
科
学
会
宮
城
県

　
　
　
地
方
部
�

共
催
‥
宮
城
県
耳
鼻
咽
喉
科
医
会
�

仙
台
市
体
育
館
�

　
毎
週
土
曜
日
13
時
〜
16
時
30
分
�

 
T
E
L（
2
4
4
）1
1
1
1

キ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
せ
ん
だ
い
�

 
隔
週
土
曜
日
13
時
30
分
〜
16
時
50
分
�

 
T
E
L（
2
9
7
）0
6
5
1

ハ
ロ
ー
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
仙
台
�

　
月
一
回
土
曜
日
13
時
30
分
〜
16
時
30
分
�

 
T
E
L（
2
7
5
）8
6
0
0

地
域
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
で
は
、県
内
で

発
生
す
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
感
染
性
胃

腸
炎
、突
発
性
発
疹
な
ど
の
感
染
症
の
患

者
数
を
い
ち
早
く
情
報
提
供
す
る
サ
ー
ビ

ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
は
県
内
の
医
療

機
関
か
ら
保
健
所
を
通
じ
て
報
告
さ
れ
た

発
症
患
者
数
を
取
り
ま
と
め
た
情
報
で
、

宮
城
県
内
の
医
療
機
関
に
情
報
を
還
元

し
て
お
り
ま
す
。�

　
一
般
の
方
は
、宮
城
県
医
師
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
に
よ
り
、情

報
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス�

http://w
w
w
.m
iyagi.m

ed.or.jp

（
8
月
23
日
／
仙
台
市
衛
生
研
究
所
　
�

所
長
　
吉
田
菊
喜
先
生
）�

　
撲
滅
間
近
と
思
わ
れ
て
い
た
結
核
で
す

が
、近
年
全
国
的
に
わ
ず
か
で
す
が
罹
患

率
が
増
加
の
傾
向
を
示
し
て
い
ま
す
。
家

族
や
職
場
の
同
僚
が
結
核
と
診
断
さ
れ
た

と
き
、患
者
さ
ん
が
ど
の
程
度
の
結
核
で

あ
る
か
を
知
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
、

検
診
・
健
康
診
断
の
大
切
さ
な
ど
に
つ
い
て

の
お
話
し
が
あ
り
ま
し
た
。
�

24
時
間
対
応
の
電
話
自
動
音
声
と
フ
ァ
ク

シ
ミ
リ
で
、宮
城
県
内
の
休
日
当
番
医
、休

日
夜
間
急
患
セ
ン
タ
ー
等
の
診
療
科
目
、

医
療
機
関
名
、住
所
、電
話
番
号
、診
療
時

間
を
案
内
し
て
お
り
ま
す
。
�

T
E
L（
2
1
6
）9
9
6
0

1
日
6
時
間
を
標
準
と
し
て
日
帰
り
で
機

能
訓
練
、レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等
日
常
生
活

訓
練
を
行
い
、食
事
、入
浴
の
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
ま
す
。
地
域
、曜
日
に
よ
り
送

迎
も
可
能
で
す
。
�

●
標
準
ケ
ア
＝
午
前
10
時
〜
午
後
4
時
�

●
早
朝
ケ
ア
＝
午
前
7
時
よ
り
�

●
ナ
イ
ト
ケ
ア
＝
午
後
8
時
ま
で
�

仙
台
市
医
師
会
が
協
力
し
て
、ス
ポ
ー
ツ
ド

ク
タ
ー
に
よ
る
メ
デ
ィ
カ
ル
チ
ェ
ッ
ク（
運
動

中
の
血
圧
、心
電
図
、脈
拍
な
ど
の
検
査
）、

体
力
測
定
を
行
い
、運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作

成
し
ま
す
。
�

日
帰
り
ド
ッ
ク
�

レ
デ
ィ
ー
ス
ド
ッ
ク
�

受
診
費
用
3
6
、7
5
0
円（
税
込
み
）�

●
火
・
水
・
金
の
い
ず
れ
か
�

　
午
前
8
時
10
分
受
付
�

　
　
　
　
　
〜
当
日
の
午
前
中
で
終
了
�

脳
検
診（
M
R
I
・
M
R
A
）�

受
診
費
用
2
6
、2
5
0
円（
税
込
み
）�

●
1
泊
2
日
ド
ッ
ク
ま
た
は
日
帰
り
ド
ッ
ク
�

　
受
診
の
方
の
オ
プ
シ
ョ
ン
検
診
で
す
。
�

乳
が
ん
検
診
　
5
、2
5
0
円（
税
込
み
）�

子
宮
が
ん
検
診
5
、5
0
0
円（
税
込
み
）�

●
火
曜
日
の
み
　
午
後
12
時
30
分
受
付
�

ソレアード舟丁�

至仙台駅�

至長町�

愛宕橋駅�

地�
　下�
　　鉄�

広�
　瀬�
　　川�

石名坂�
健康センター�
�

コンビニ�

交番�

地下鉄河原町駅・北1出口よりすぐ�

ツインタワー広瀬川�

仙台市急患センター�
仙台市医師会館�

仙台市急患センター�
仙台市医師会館�

コンビニ�

河
原
町
交
番
�

河
原
町
駅
�

松尾神社�

地
下
鉄
河
原
町
駅
北
1
出
口
�

●
仙
台
市
急
患
セ
ン
タ
ー
�

　
　
　
　
　
　
仙
台
市
若
林
区
舟
丁
64
Ι
12
�

仙台市医師会では、ケーブルテレビを活用して医療と健康についての番組を放
送しています。市民医学講座を1時間放映した後、30分番組として仙台市医師
会広報番組を放送しています。�

■仙台市医師会広報番組�
12月　この冬のインフルエンザ対策�
　　　　　　　　　高柳玲子先生�
1月　尿路結石の診断と治療�
　　　　　―治療法の変遷と現在�
　　　　　　　　　鈴木康義先生�

2月　小・中学生のスポーツ選手の腰椎分離症�
　　　　　　　　　   黒沢大陸先生�
3月　最近の気づかない性感染症�
　　　　　　　　　   木村正一先生�

■キャベツ（4チャンネル）�

火曜日　　　  19時～20時30分�

土曜日　         12時～13時30分�

日曜日　          14時～15時30分�

■CAT-V（4チャンネル）�

水曜日　         16時30分～18時�

土曜日　         17時30分～19時�

ケーブルテレビ放送番組�

役立ててください。こんな行事、あんな行事。仙台市内の医療と保健・福祉�

T
E
L（
2
5
2
）1
1
1
1

茂
庭
台
�

　
　
　
豊
齢
ホ
ー
ム
�

ス
ポ
ー
ツ
�

メ
デ
ィ
カ
ル
チ
ェ
ッ
ク
�

T
E
L（
2
8
1
）3
1
9
0
�

�

宮
城
県
地
域
医
療
�

　
　
情
報
セ
ン
タ
ー
�

講
演
・
イ
ベ
ン
ト
�

8
月
の
市
民
医
学
講
座
か
ら
�

ま
わ
り
の
誰
か
が
肺
結
核
と
�

分
か
っ
た
ら
�

（
9
月
20
日
／
医
療
法
人
社
団
平
成
会
　

平
成
眼
科
病
院
　
酒
井
文
明
先
生
）�

　
糖
尿
病
の
患
者
数
は
6
0
0
万
人
と

も
7
0
0
万
人
と
も
い
わ
れ
、こ
の
中
か
ら

毎
年
3
0
0
0
人
が
失
明
し
て
い
く
と
い

う
失
明
原
因
ト
ッ
プ
の
病
気
で
す
。
糖
尿

病
の
眼
合
併
症
は
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
が
、

失
明
に
直
結
す
る
危
険
が
特
に
大
き
い
の

が
糖
尿
病
網
膜
症
、血
管
神
経
緑
内
障
で

す
。
糖
尿
病
の
治
療
を
中
断
し
な
い
こ
と
、

網
膜
症
の
な
い
人
で
も
年
に
1
〜
2
回
は

眼
科
を
受
診
し
て
下
さ
い
と
い
う
お
話
し

が
あ
り
ま
し
た
。
�

9
月
の
市
民
医
学
講
座
か
ら
�

糖
尿
病
と
目
�

「
目
の
日
」
の
イ
ベ
ン
ト
か
ら
�

10
月
の
市
民
医
学
講
座
か
ら
�

不
整
脈
と
ど
う
つ
き
あ
う
か
�

（
10
月
5
〜
7
日
／
三
越
仙
台
店
7
階
ホ
ー
ル
）

　
今
年
で
16
回
目
を
迎
え
る
「
目
で
見
る

眼
の
す
べ
て
展
」
が
三
越
仙
台
店
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
眼
科
医
に
よ
る
目
の
健
康

相
談
コ
ー
ナ
ー
や
パ
ネ
ル
展
示
コ
ー
ナ
ー
、

自
動
視
力
計
・
拡
大
読
書
器
な
ど
を
体
験

で
き
る
見
て
・

触
れ
て
体
験
コ

ー
ナ
ー
な
ど
が

あ
り
、
楽
し
み

な
が
ら
目
に
関

す
る
知
識
が
深

ま
り
ま
し
た
。
�

「
骨
と
関
節
の
日
」
の
�

 イ
ベ
ン
ト
か
ら
�

（
10
月
14
日
／
仙
台
市
福
祉
プ
ラ
ザ
）　
�

　
骨
の
ホ
の
字
を
分
解
す
る
と
十
と
八
に

な
る
こ
と
か
ら
、平
成
6
年
に
10
月
8
日

は
「
骨
と
関
節
の
日
」
と
制
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
年
は
「
関
節
の
い
た
み
」
と
題
し
て

東
北
大
学
整
形
外
科
教
授
の
国
分
正
一
先

生
の
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
関
節
の
な

い
と
こ
ろ
は
痛
く
な
ら
な
い
、ほ
と
ん
ど
の

痛
み
は
関
節
に
問
題
が
あ
る
と
い
う
お
話

か
ら
、関
節
の
痛
み
の
原
因
は
炎
症
が
感

じ
や
す
さ
を
高
め
、持
続
す
る
痛
み
を
生

ん
で
い
る
こ
と
や
、炎
症
の
種
類
の
説
明
、

手
術
で
な
い
治

療
法
、
手
術
的

治
療
法
な
ど
の

分
か
り
や
す
い

説
明
が
あ
り
ま

し
た
。
�

（
10
月
18
日
／
国
立
仙
台
病
院
循
環
器
科

興
野
春
樹
先
生
）　
�

　
不
整
脈
は
心
臓
疾
患
を
持
っ
て
い
る
患

者
さ
ん
に
限
ら
ず
、健
康
な
人
で
も
時
に

自
覚
す
る
こ
と
の
あ
る
心
拍
動
の
異
常
で

す
。
代
表
的
な
不
整
脈
に
つ
い
て
の

最
新
の
治
療
法
、日
常
生
活
に
お
け

る
注
意
点
な
ど
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、突
然
死
も
不
整
脈
が
直

接
の
死
因
に
な
る
こ
と
が
多
く
、運

動
中
に
突
然
死
し
た
例
で
多
く
み
ら
れ
る

虚
血
性
心
疾
患
な
ど
は
適
正
な
運
動
や

食
事
、
禁
煙
な

ど
で
あ
る
程
度

予
防
で
き
る
と

い
う
お
話
な
ど

が
あ
り
ま
し
た
。
�

�

舟
丁
�

舟
丁
�
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仙台市医師会・仙台市医療センター�

　
は
じ
め
て
お
腹
の
中
の
赤
ち
ゃ

ん
の
鼓
動
を
聞
い
た
と
き
も
、超

音
波
で
そ
の
姿
を
確
認
し
た
と
き

も
、ひ
と
つ
ひ
と
つ
が
喜
び
に
包
ま

れ
て
、そ
の
瞬
間
は
、ま
る
で
魔
法

の
粉
が
降
り
か
け
ら
れ
た
よ
う
に

き
ら
き
ら
と
輝
い
て
い
る
そ
う
で
す
。�

　
小
春
日
和
の
午
後
。白
と
ピ
ン

ク
で
統
一
さ
れ
た
ホ
ー
ル
に
、も
う

す
ぐ
お
母
さ
ん
に
な
る
人
た
ち
が

集
ま
っ
て
き
ま
す
。
産
婦
人
科
の

先
生
や
助
産
婦
さ
ん
が
指
導
す
る

母
親
学
級
。マ
タ
ニ
テ
ィ
の
期
間
を

快
適
に
過
ご
す
た
め
の
お
話
や
、

赤
ち
ゃ
ん
を
迎
え
る
た
め
の
準
備
、

そ
し
て
出
産
の
こ
と
な
ど
、喜
び
と

い
っ
し
ょ
に
あ
る
た
く
さ
ん
の
現
実

を
、優
し
く
わ
か
り
や
す
く
、そ
し

て
と
き
に
は
厳
し
く
指
導
し
て
い

く
教
室
で
す
。産
婦
人
科
の
岩

本
　
充
先
生
の
話
に
じ
っ
と
耳

を
か
た
む
け
て
い
る
お
母
さ
ん
の

顔
は
、喜
び
に
包
ま
れ
て
い
る
も

の
の
、ど
こ
か
ち
ょ
っ
と
不
安
気
。

で
も
、そ
の
不
安
を
先
生
や
助

産
婦
、そ
し
て
看
護
婦
さ
ん
た

ち
病
院
の
ス
タ
ッ
フ
が
し
っ
か
り

支
え
て
く
れ
て
い
る
の
で
す
。�

　
赤
ち
ゃ
ん
は
、家
族
に
た
く
さ

ん
の
喜
び
と
や
さ
し
い
思
い
や
り

を
運
ん
で
く
れ
る
か
わ
い
い
天
使
。

そ
の
天
使
を
迎
え
る
た
め
に
、お

母
さ
ん
は
た
く
さ
ん
の
人
の
思

い
や
り
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、一

人
前
の
お
母
さ
ん
に
な
る
た
め

に
少
し
ず
つ
勉
強
中
で
す
。�

　
ほ
ら
、も
う
す
ぐ
ま
た
か
わ
い

い
天
使
が
舞
い
降
り
る
と
こ
ろ

で
す
。�

（
取
材
協
力
‥
N
T
T
東
日
本

東
北
病
院
）�

天使が舞い降りるときまで… 。�

平成13年12月発行（年2回　7月・12月発行）／発行・仙台市医師会／編集責任・医政広報部　〒984-0806 仙台市若林区舟丁64-12　TEL022（227）1531

医
療
現
場

医
療
現
場
の
24
時
間
時
間
�

特 集�医
療
現
場
の
24
時
間
�
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